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今日の流れ

Ⅰ．統計とは

Ⅱ．統計をみるとき・作るときの注意

Ⅲ．国の統計調査に関わってみませんか
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Ⅰ．統計とは



• 暮らしの中のできごとを数字で表したもの

–全体のことをまとめた数字

–時間的な変化をとらえたり、地域間の違いを比べる
ことができる

– ものごとの特徴や相互の関連を明らかにできる

統計とは

（島根県「やさしい統計のはなし」より）

• 一定の条件（時間・空間・標識）で定められた集
団について調べた（あるいは集めた）結果を、集
計・加工して得られた数字

（「統計実務基礎知識」より） 4



文系の分野でも利用される数字

「文系だから数字を使わない」なんて、もはや無理

分野 事 例

経済学 • これまでの統計に、線形代数や微分積分などの高等数学を導入
して大きく発展

考古学 • 発掘調査の結果を統計データにまとめ、出土品の特徴を把握し、
地理学・生物学・化学など他分野と連携した科学的な分析の基
礎に（例：放射性炭素量の時代測定など）

文学 • 古典を電子テキスト化・データベース化
• 言葉がどのように使われているかを分析し、文体の特徴を把握
• 結果を応用して、作者の同定・作られた年代判定や作品の真贋
判断も

言語学 • 統計的手法を用いて音韻や基礎語彙を比較・検討
（例：日本語のルーツを探る研究など）
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数字を用いることの効用

•問題を分かりやすくすること

•論 理 的 に 考 え る こ と

•人に分かりやすく伝えること

• 「数学は言葉と並んで、人間が人間であることを最も鮮明にあら
わすものです。しかも文学や音楽と同じように、毎日毎日の努力
を積み重ねてはじめて身につけることができます」

• 「数学の本質は、そのときどきの状況を冷静に判断し、しかも全
体の大きな流れを見失うことなく、論理的に、理性的に考えを進
めることにあります」

宇沢弘文「好きになる数学入門」岩波書店 より
（米子出身の世界的経済学者） 6



島根県のUIターンリー
フレット
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データの出典
統計名 実施者 URL 県の担当窓口

１ 社会生活基本調査 総務省 http://www.stat.go.jp/data/shakai/2016/index.html 統計調査課

２ 社会生活統計指標 総務省 http://www.stat.go.jp/data/ssds/index.html 統計調査課

３ 国勢調査 総務省 http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2015/index.html 統計調査課

４
美肌県グランプリ
（POLA）

民間 https://www.pola.co.jp/special/bihadaken/

５ 都道府県地価調査 国交省
https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/totikensangyo
_fr4_000044.html

用地対策課

６ 就業構造基本調査 総務省 http://www.stat.go.jp/data/shugyou/2017/index.html 統計調査課

７ 人口動態統計 厚生労働省 https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/81-1.html
健康福祉
総務課

８
保育所等利用待機
児童数調査

厚生労働省
https://www.pref.shimane.lg.jp/education/syoushika/
kosodate/hoikusho/taikijidou.html

子ども・子
育て支援課

９ 児童クラブ数 厚生労働省
https://www.pref.shimane.lg.jp/education/syoushika/
kosodate/seido/houkagojidoukurabu.html

子ども・子
育て支援課

1
0
全国軽自動車協会
連合会

民間 https://www.zenkeijikyo.or.jp/statistics
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みなさまの就業に関する状況について現状を正しく把握し、
安心して働ける社会を実現していく、国や地方の施策の基礎
となる重要な調査です

詳細はこちらを

ご覧ください →

島根県内では知夫村を除く１８市町の５７２調査区で実施いたします

調査員がうかがいましたら、ご回答をお願いします！



調査結果は、働き方改革の推進に向けた各種取組な
ど、国や地方公共団体の政策の基礎資料として幅広
く使われています

・非正規雇用者の安定就業、処遇改善に向
けた対策

・長時間労働の是正

・副業の促進など、柔軟な働き方がしやす
い環境整備

・職業能力の開発、人材の育成

・育児、介護・看護と就業の両立支援

・高齢者の就業促進



調査からわかること（平成２９年就業構造基本調査より）

◆島根県と全国の有業率の推移
(15歳以上）

平成29年の有業率は、男性が女性を約17ポ
イント上回っています。
有業率の男女差は縮小傾向にあります。
(有業率＝有業者数÷15歳以上人口×100）

非正規の職員・従業員の割合は、男性は増
加傾向にありますが、女性は平成24～29年
にかけて減少となりました。
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◆雇用者（会社などの役員を除く）に
占める非正規の職員・従業員の割合



調査からわかること（平成２９年就業構造基本調査より）

◆年齢階層別育児をしている女性の
有業率

◆育児をしている女性の有業率
（全国上位、％）

育児をしている女性の有業率は、島根県が
全ての階層において全国平均を上回ってい
ます。

島根県の育児をしている女性の有業率は、
前回(74.3%)、今回(81.2%)ともに全国１位
です。

H24調査 H29調査

1位 島根県 74.3 島根県 81.2

2位 山形県 72.7 福井県 80.6

3位 福井県 71.5 高知県 80.5

4位 鳥取県 70.8 山形県 79.0

5位 秋田県 67.7 富山県 78.7
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基幹統計（53統計）をはじめ、国が作成する
各種統計を探すことができます。
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社会生活統計指標
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「統計でみる都道府県のすがた２０２２」にみる島根県
分野 項 目 指標値 単位 年度 順位

D 行政基盤 132
教育費（人口１人当たり）

(都道府県・市町村財政合計)
203.5 千円 2019 1

D 行政基盤 139
幼稚園費（児童１人当たり）
(都道府県・市町村財政合計)

980.1 千円 2019 1

E 教育 142
高等学校数

（15～17歳人口10万人当たり）
229.5 校 2019 1

E 教育 157
公立幼稚園在園者比率
（対幼稚園在園者数）

88.2 ％ 2020 1

E 教育 163
不登校による小学校

長期欠席児童比率(年度間30日以上)
（児童千人当たり）

14.51 － 2019 1

E 教育 172
各種学校数

（人口10万人当たり）
4.3 校 2019 1

I 健康・医療 305
周産期死亡率（(死産数(妊娠22週以後)
＋早期新生児死亡数）／出生数＋死産

数（妊娠22週以後））
5.3 － 2020 1

I 健康・医療 333
保健師数

（人口10万人当たり）
79.3 人 2018 1

I 健康・医療 335
救急自動車数

（人口10万人当たり）
11.6 台 2019 1

J
福祉・社会
保障

350
介護老人福祉施設数

（65歳以上人口10万人当たり）
40.3 所 2019 1
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3年前の「統計でみる都道府県のすがた2019」にみる島根県
分野 項 目 指標値 単位 年度 順位 最新の順位

A 人口・世帯 15
従属人口指数

（（年少＋老年人口）／生産年齢人口×100）
85.1 － 2017 1 2 (2019)

D 行政基盤 133
社会教育費（人口１人当たり）
［県・市町村財政合計］

28.0 千円 2016 1 2 (2019)

D 行政基盤 138
特別支援学校費<公立>（児童・生徒１人当た

り）［県・市町村財政合計］
11,678.0 千円 2016 1 6 (2019)

D 行政基盤 139
幼稚園費（児童１人当たり）
［県・市町村財政合計］

759.3 千円 2016 1 1 (2019)

E 教育 142 高等学校数（15～17歳人口10万人当たり） 229.5 校 2017 1 1 (2019)

E 教育 156 公立幼稚園在園者比率（対幼稚園在園者数） 86.7 ％ 2017 1 1 (2020)

E 教育 171 各種学校数（人口10万人当たり） 4.23 校 2017 1 1 (2019)

E 教育 176 小学校教育費（児童１人当たり） 1,396,369 円 2015 1 4 (2018)

E 教育 178 高等学校教育費［全日制］（生徒１人当たり） 2,251,432 円 2015 1 15 (2018)

G 文化・スポーツ 225 女性学級・講座数（女性人口100万人当たり） 4,824.2 学級･講座 2014 1 6 (2017)

G 文化・スポーツ 226 高齢者学級・講座数（人口100万人当たり） 1,224.6 学級･講座 2014 1 5 (2017)

H 居住 244 借家住宅の延べ面積（１住宅当たり） 54.5 ㎡ 2013 1 16 (2018)

I 健康・医療 335 救急自動車数（人口10万人当たり） 11.4 台 2017 1 1 (2019)

J
福祉・社会
保障

351
介護老人福祉施設

（65歳以上人口10万人当たり）
36.1 所 2017 1 1 (2019)

K 安全 382 消防機関出動回数（人口10万人当たり） 4,856.7 回 2016 1 3 (2019)

https://www.e-stat.go.jp/regional-statistics/ssdsview


2019年2月11日日本経済新聞
「データでみる地域」

日頃からデータを読み込むことで、新しい発見が得られる
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【参考】しまね統計情報データベース
島根県の統計情報を掲載

「統計指標でみる
島根のすがた」で
独自のランキン
グを掲載
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Ⅱ．統計をみるとき・
作るときの注意点



「先生が言っているから」といって、
鵜呑みにしない

• 自分の目で、データを確認しよう

• 自分の頭で、データから考えよう

• 現実と結びつけて考えよう

１．調査結果を眺めよう
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「実数」と「割合」の両方に注意

• バードストライクが100件
ほど増えているが…

（飛行機に鳥が衝突する
ことによる事故）

・離着陸回数全体が大きく増えて
いるため単純比較は無理

・割合はほぼ同じかやや減少
国交省HPより
http://www.mlit.go.jp/koku/koku_fr1
5_000015.html

注意すること（１）
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比べる範囲に注意

• 「反社会学講座」http://pmazzarino.web.fc2.com/から。詳しくは、ちくま文庫の同書を。

少年凶悪犯罪のデータ

• 一見、最近、凶悪犯罪が急
増しているように見えるが…

• 実は最近の変化を拡大
したもの

注意すること（２）
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出典：総務省「令和2年国勢調査」

見せ方に注意

注意すること（３）
同じ令和2年の島根県の人口ピラミッドだが、
区分を変えるだけで、印象がまったく変わる

人人
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統計を見たり、使ったりするときの注意

1. 表題をよく読むこと

2. 頭注・脚注・資料出所
などをよく見ること

3. 単位を確かめること

4. 比率については、何を
何で割ったものかをよ
く調べること

5. 指数については、基準
に十分注意すること

6. 平均だけでなく、散ら
ばりもよく調べること

7. 相関関係が強いから
といっても、一方が他
方の原因であるとすぐ
に決めないこと

8. 標本の選ばれ方が無
作為であるかないか
に注意すること

9. 統計グラフを見誤らな
いこと

島根県「中学生のための統計」p.62 26



「統計のウソを見破る五つのカギ」

• 誰がそういっているのか（統計の出所に注意）
– 調査ソースがしっかりしていても、誰がコメントしているか、全面的に支持
できるかを確認。

• どういう方法でわかったのか？（調査方法に注意）
– どんなサンプルに対する調査か。回収率（回答率）はどれくらいあるか。

• 足りないデータはないか？（隠されている資料に注意）
– 母数はいくつで、何と比較しているか。単なる相関関係を因果関係と思い
込んでいないか。

• いっていることが違ってやしないか?
（問題のすり替えに注意）
– 関係ないものと比較していないか。

• 意味があるかしら？（どこかおかしくないか？）
– 数字と現実とがずれていないか。数字が正確すぎないか。

（ダレル・ハフ 1968 「統計でウソをつく法」 講談社ブルーバックス より） 27



１ データを集める前に

データが集まれば

• 過去との比較や、他地域などと比較することがで
きる

• ものごとの特徴や、相互の関係がわかる

• その結果から、言いたいことを、よりわかりやすく
することができる

まず、言いたいことを決めましょう
言いたいことにあわせた資料集めが効率的
「とりあえずデータを集めれば何か言えるだろう」では、

時間も手間も無駄が多くなってしまう

２．調査結果を表現しよう
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統計を作るときの注意
1. 「調査のめあて」をはっきりさせる。

何のために、どういうことを知りたいか
ということを初めにはっきりさせる。

2. 「調査の相手」をはっきりさせる。

何を調べるのかをはっきりさせること
はもっと大切なこと。このとき、調査す
る時間や場所もはっきりさせなければ
なりません。

3. 「調査の方法」をはっきりさせる。

① 調査票を家に持って帰って､家の人に
書いてもらうか､自分で記入するか。

② 自分たちで観察・実験・調査し、記録
するか。

③ 直接相手に会って聞き取り､調査票に
記入するか､相手に記入してもらって､
後で集めるか。

④ すでにできている記録を集めるか。

4. 「どういうことを調査するか」をはっ
きりさせる。

調査の目当てや調査の方法などと考
え合わせながら決めます。

5. 統計材料を集め､それを分類整理
して集計し､統計表やグラフに表
す。
このとき注意しなければならないこと

① 調査のめあてに合った分類を考え、
集計表を作る。

② どのような手順で集計したら早く正し
くまとめることができるかを、あらかじ
め考えておく。

③ 調査の結果を正しくわかってもらうた
めにはどのような統計表やグラフを
作ったらよいか考える。

（島根県「やさしい統計のはなし」p.62より） 29



２ いろいろなデータの集め方

観察 かぞえてみよう
（今和次郎（2011）「今和次郎 採集
講義」（青幻舎）より）

調査・アンケート

聞いてみよう

実験
試して

みよう

その他
新聞、インターネット、図書館など

測定
はかって
みよう
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３ 統計情報のまとめ方
統計表と統計グラフの長所と短所

長 所 短 所

統

計

表

○ 数字を詳しく表せる。

○ 狭いスペースに、かなり

多くのことが書ける。

○ 慣れてくると、いろいろな

内容・関係がわかる。

○ 全体の特徴や傾向をつ

かみにくい。

○ 簡単に書けるが、すぐに

は理解しにくい。

統
計
グ
ラ
フ

○ ひと目で全体の様子が

わかる。

○ 工夫すれば、だれにでも

わかりやすく親しみやす

い。

○ おおよその数しか表せな

い。

○ 情報の全部を一つの図

には表せない。

○ 作成に手間や時間がか

かる。 31
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目的別にみた主なグラフの表現

比較 内訳 推移 相関 分布

棒グラフ ◎ ○ ○ △ △

ヒストグラム ○

帯グラフ ○ ◎ ○

円グラフ ○ ◎

折れ線グラフ △ ◎

レーダーチャート ◎ ○ ○

散布図(点グラフ) ○ ◎ ◎

統計地図 ○ ○

箱ひげ図 ○ ○ 33



５ うまく伝えるために

問題解決のステップが参考
になる！

わかりやすいグラフに
しよう

–書き込みしすぎたり、意
味のない飾り（立体化
など）はつけない

–基点は０にしよう（特に
棒グラフ）

–意味のある比較をしよ
う

–目的に合ったグラフを
選ぼう

stepⅢ：対策

stepⅡ：因果・メカニズム

stepⅠ：現象

現象を正しくとらえる

その現象の因果・メカニ
ズムを究明し原因を特
定する

特定した原因への対策
を講ずる

３．統計を作るヒント

34



• 統計グラフコンクール

https://www.pref.shimane.lg.jp/admin/pref/toukei/kyou
kai/graphconcours/

• 統計データ分析コンペティション（ＳＳＤＳＥ）

https://www.nstac.go.jp/statcompe/

• スポーツデータ解析コンペティション

https://sports.ywebsys.net/

• 地方創生★政策アイデアコンテスト

https://contest.resas-portal.go.jp/2022/

４．統計データ分析にかかるコンペ

35
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数学的分析だけでは問題は解決できない

• 問題を見つける力（問題発見力）
–現場にも足を運んで、いろいろな経験を

• 問題を解く力（分析力）
–数学的な分析

• 結果を使わせる力（実行・表現力）
–プレゼンや具体化の力

– KKD（勘・経験・度胸）も大事
（参考 河本薫（2013）「会社を変える分析の力」講談社現代新書）

⇒意志決定に役に立てる 36



分析者９ヶ条

1. ビジネスの現場に出
よう

2. 整理整頓を心がけ
よう

3. なぜ? なぜ? なぜ?

4. データをビジュアル
化しよう

5. 他人のデータを疑お
う

6. simple is better

7. ざっくり計算

8. 文章を書こう

9. うまくいかなければ、
目的に立ち返ろう

（参考 河本薫（2013）「会社を変える分析の力」講談社現代新書） 37



地域の統計を使うために

• 統計データを日頃から眺めて、新たな発見や
使い道を考えよう

–起業や地域おこしなどにもつながる

• 地域のデータを使えるよう、正確な調査に協
力を

（島根県「やさしい統計のはなし」より）

• 大切なことは、統計を利用して何かを考え、そ
の考えをもとにして、暮らしをよくしようとして計
画を立てることです。

38



「統計調査員」の紹介

Ⅲ．国の統計調査に
関わってみませんか



活躍する「統計調査員」

• 行政では、実態把握、計画の策定、個別行政運
営、施策の報告・評価のために統計を利用

– 迅速に、正確な統計を出すことが求められる

• 全数調査、速報性が求められる調査、高い精度
が必要な調査は、今でも「統計調査員」が活躍

• 統計調査員とは
– 調査対象に訪問し、調査票の配布・回収・審査を行う

• 統計調査員でなければならない理由
⇒漏れなく調査ができる（新しい調査対象の発見）

⇒対面により、調査票の回収率・記入率が上がる

40



統計調査員の身分と義務

• 非常勤の公務員として活動
– 国の施策に必要な調査なので、職務を正しく遂行する必要

– 万一の場合は、一般の公務員と同様、公務災害補償が適用

• 統計法による守秘義務が課される
– 業務に関して知り得た秘密を漏えいした場合には罰則
（統計法41条、60条）

• 学生が統計調査員をやってメリットがあるの？

– 公務員の職歴を得ることができる

– 授業では学べない対人マナーを身に付けられる

– 地域にふれるきっかけになる

41



都道府県・市区町村が行う統計

調査員事務打合せ会（説明

会）に出席

① 辞令や統計調査員証を受け取る。
② 調査に必要な用品を受け取る。
③ 受け持つ地域の地図を受け取る。
④ 調査内容、調査方法などについて説明を受ける。

調査の準備

調査対象を訪問

調査票の記入依頼

調査票の回収・点検

都道府県・市区町村へ

調査票を提出

① 調査の手引など、説明会で配布された資料をよく読み、
調査内容を理解する。
② 調査用品の数量などを確認する。
③ 調査を受け持つ地域を実際に確認する。

統計調査の目的などを説明し、調査への協力についてお願いする。

① 「調査票」の記入を依頼する。
② 記入方法や記入上の注意事項を説明する。
③ 後日の回収日時を確認する。

① 約束した回収日時に再訪問する。
② 回収した調査票に記入漏れなどがないかチェックする。

① 調査票を決められた期日までに提出する。
② 提出書類の確認を受ける。

統計調査員の仕事の流れについて

42



直近の主な統計調査

名 称 所管府省 周期 調査期間 備 考

毎
月
行
う
調
査

労働力調査 総務省 毎年 毎月 就職・失業の状況
など

小売物価統計調査 総務省 毎年 毎月 物価の状況など

家計調査 総務省 毎年 毎月 家計の状況など

毎月勤労統計調査 厚生労働省 毎年 毎月※ 賃金・労働時間・雇
用者数の状況

周
期
的
調
査

就業構造基本調査 総務省 ５年
令和4年
10月1日

就業及び不就業の
状態など

住宅・土地統計調査 総務省 ５年
令和5年
10月1日

住宅の形状や

住宅・土地の保有
状況など

県統計調査課主管の調査員を経由する調査のみ
※ 毎月勤労統計調査の特別調査は7月31日 43



令和5年住宅・土地統計調査
【目的】住生活の実態を明らかにする

–住宅数、国民の住居状況、土地保有の状況

–高齢化社会を支える居住環境

–耐震性・防火性と言った住宅性の水準の達成度

–土地の利用状況

【結果の利用】
–空き家率・持ち家率の把握

– 「住生活基本計画」の策定など

統計調査員に関心ある人は、市町村役場まで連絡を
松江市デジタル戦略課統計係 0852-55-5177
出雲市総務課統計係 0853-21-6301 44



統計に関心を持った人のために

45https://www.stat.go.jp/naruhodo/index.html
https://www.soumu.go.jp/toukei_toukatsu/info/guide/st
kankyo.htm

https://www.stat.go.jp/naruhodo/index.html
https://www.soumu.go.jp/toukei_toukatsu/info/guide/stkankyo.htm


統計は世の中を映す鏡、未来を照らす光です！
みなさん、統計調査に理解と協力をよろしくお願いします。

Ｐｈｏｔｏ ｂｙ Ｉｍａｏｋａ


